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Under26から初のグランプリ

　日本におけるGIAの同窓会組織GIA
－AAJ（藤田健会長）は、5月27日、東
京上野の精養軒で、第13回総会・総会
特別セミナー及びAAJ創立20周年記
念パーティーを開催する。
　総会では昨年度の活動報告や今後
のAAJのあり方等について会員同士で
意見交換を行う。
　また、総会後の総会特別セミナーで
は、AAJ会員で、昨年の震災で大きな被
害を受けた仙台市で小売店を営む佐
藤氏に「東日本大震災におけるジュエ
リーの果たした役割　～ポジティブに
ジュエリーをお客様に～」と題して講演

　

　公益社団法人日本ジュエリーデザイ
ナー協会（JJDA）が主催する「第27回
2012公募日本ジュエリーアート展」の
公募が昨年秋より開始され、このほど審
査結果が発表された。
　応募者数は416名、一般255名／
under26が161名の総数1011点とな
り、入選者は164名、一般103名／
under26が61名の総数446点となった。
　入賞は、入選者から大賞1名、優秀賞
2名、under26部門賞1名、特別賞2名、
奨励賞10名の計16名が受賞し、大賞
には、under26部門から神奈川県の三
島一能（みしまいっと）さんのネックレス
2点が受賞。Under26からの大賞は初
となった。
　JJDA菅沼会長は「under26からの
応募作品はどれも力作が多く選ぶのが
困難なほどでした。入選作品を並べて、
いいなと思う作品ほとんどがunder26
のもので、全体的にレベルが高かった。

今年が特別なのかわからないが、その中
でも大賞となった作品はひと際目立って
いた作品で、満了一致で文句のない作
品でした」とコメントしているように、今年
は入賞作品16名中8名がunder26から
となり、特筆すべき特徴が見られた。
　大賞の三島さんのネックレス【写真:
上・左】は、彫金細工の基本技法のひと
つである切りたがねによって地金に彫を
入れる際にできる反り（かえり）の効果
を活かしたキラキラとした表情をさらに
鏡面で反射させた純朴で力強い作品で
あった。

　続いて、応募数105名、総点数120点
の応募があった「第2回日本ジュエリー
デザインコンペティション」の審査結果
は、入賞者29名、総点数30点となり、入
賞は12名が受賞した。
　グランプリに選ばれたのは、東京都の
市村幹子さんのリングのデザイン画とコ
ンセプト【写真:上・右】。

　大会テーマは「元気」で、市村さんの
デザイン画は、元気の出る記号として
「！」感嘆符・エクスクラメーションマーク
を用いて、透明感のある素材と色彩で、
人間の視覚に訴えかけ、気持ちを慰める
という軽快なアイディアの作品であった。
この大会は、ジュエリーをデザインする
際のアイディアやコンセプトに焦点を当
てたもので、ジュエリーと社会との関係
をジュエリーデザインを通して表現す
る。いかなるメッセージを人々に発信で
きるのかが問われるコンペティションと

なっている。
　巡回展のはじまる5月12日には、上野
の森美術館でオープニングセレモニー
を兼ねた授賞式が開催される。上野の
森美術館は5月12日から16日、伊丹市
立工芸センターが6月1日から10日、国
際デザインセンター･デザインギャラリー
は6月27日から7月2日となっている。
　なお、会期中にはJJDAによる講座も
開かれているので、詳しくはJJDA事務
局（ 0 3 - 3 5 2 3 - 7 3 4 4 ）／
http://www.jjda.or.jpまで。

　眼鏡技術者国家資格
推進機構（白山　　代表
幹事）は、国家資格制度
確立への活動ロードマッ
プを発表した。４月26日に
行なった第２回幹事会で
最終決定した。同機構は
３月14日付で資格対策委
員会（森一成委員長）、組

織拡大委員会（風早昭正委員長）、広報
委員会（多根弘師委員長）、財務経理委
員会（和久山孝委員長）を設置しており、
４委員会はこのロードマップに添って活
動を行なっていく（５面参照）。
　一方、同機構は白山代表幹事、岡本
育三代表幹事代行、津田節　代表幹事
代行が３月９日、民主党本部と厚生労働
省を訪れ、眼鏡技術者国家資格制度の

推進・確立を要望
している。民主党
本部では柚木道
義副幹事長、池口
修次企業団体対
策委員長に要望
書を提出し機構活
動の趣旨を説明、
厚生労働省では
辻泰弘副大臣に
面会して要望書を
手渡した。
　これらの経緯を
発表した４月26日
の記者会見で白
山氏は「民主党、
厚生労働省ともに
我々の要望を興味
をもって聞いても

らったとの印象だ」とし、「この運動は世
論の喚起が必要で、それなくしては政治
家に理解してもらうことは不可能だ」と述
べている。また岡本氏は「海外の資格制
度の現状、国内の認定眼鏡技術者の人
数などの質問もあった。資料を用意し改
めて届けた」と述べている。運動を展開
するなかでは経過措置（現行業界従事
者の救済対策）もでてくるが、津田氏は
「学校教育や認定眼鏡技術者制度の取
り組みなど業界が行なってきたことを厚
生労働省などにきちっと説明しなけれ
ばならない」と話している。

　「要望書」は資格制度推進委員会（当
時）と日本眼鏡関連団体協議会の連名
で既に民主党などに提出しているが、推
進機構のもとに運動を一本化したことか
ら３月９日の再提出となった。

Under26から初のグランプリ
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー
ト
展
大
賞
の
三
島
一
能
さ
ん
の
作
品

日本ジュエリーコンペティション
グランプリの市村幹子さんの作品

日本ジュエリーアート展
大賞に三島一能さん

JJDA主催の２つの公募展結果発表

眼鏡技術者国家資格推進機構

を行ってもらう予定
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日
本
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
企
業
の
海
外
市
場
進
出
が
遅
れ
た
の
は
、以
前
に
も
触
れ
た
が
、バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
ま
で
は
国
内
に
大
き
な
需
要
が
あ
っ
た
の
で
、何
も
、海
外
へ
出
て
い
く
必
要
は

な
か
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
た
め
、労
働
賃
金
の
安
い
新
興
国
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
生
産
工
場
を
置
い
て
、そ
こ
で
生

産
し
た
も
の
を
輸
入
し
て
国
内
で
販
売
し
て
い
る
企
業
は
あ
る
が
、戦
前
戦
後
を
通
じ
て
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海
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の
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者
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に
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販
売
し
て
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た
企
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は
ミ
キ

モ
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以
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い
。

　
漸
く
最
近
に
な
っ
て
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ー
カ
ー
や
小
売
店
の
何
社
か
が
、海
外
市
場
で
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
販

売
に
取
り
組
む
動
き
が
あ
る
が
、や
や
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
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そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
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外
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場
で
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分
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用
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ジ
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エ
リ
ー
が
ハ

イ・ジ
ュ
エ
リ
ー
の
分
野
に
は
あ
る
が
、そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
売
る
の
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
必
要
な
の
は
海
外
市
場
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
構
築
で
あ
る
。　

　
ま
ず
、ベ
ス
ト
な
方
法
は
、人
任
せ
に
せ
ず
、進
出
す
る
市
場
で
の
活
動
を
自
ら
管
理
監
督

す
る
こ
と
が
重
要
で
、自
前
の
営
業
所
を
置
い
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
戦
略
展
開
を
な
す
ベ
き
だ
。

費
用
は
か
か
る
が
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
に
投
資
は
付
き
も
の
だ
し
、ま
た
失
敗
し
た
と
し

て
も
、大
損
を
し
な
い
よ
う
保
険
を
か
け
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
そ
う
し
な
い
こ
と
に
は
、現
在
の
厳
し
い
国
際
競
争
に
太
刀
打
ち
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
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ち
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的
に
調
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す
る
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か
く
、文
化
も
価
値
観
も
慣
習
も
全
く
違
う
土
地
で
商
売
し
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、頼
り

に
な
る
の
は
市
場
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
だ
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と
く
に
重
要
な
の
は
、販
売
商
品
の
最
終
ユ
ー
ザ
ー
は
誰
な
の
か
、そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

ユ
ー
ザ
ー
を
的
確
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
流
通
チ
ャ
ネ
ル
は
ど
こ
な
の
か
を
明
確
に
す

る
こ
と
だ
。

　
情
報
と
し
て
必
要
な
も
の
に
取
引
慣
習
や
し
き
た
り
、現
地
法
人
設
立
に
関
す
る
手
続

き
や
税
法
上
の
問
題
な
ど
も
あ
る
が
、こ
れ
ら
は
、進
出
市
場
を
決
め
る
際
、必
要
と
さ
れ

る
事
前
情
報
だ
。そ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
進
出
時
点
で
、変
更
や
齟
齬
が
な
い
か
を
確
認

す
る
必
要
は
あ
る
。

　
イ
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シ
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ス
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功
の
大
き
な
カ
ギ
は
、現
地
で
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
や

有
能
な
ア
ド
バイ
ザ
ー
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
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が
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限
り
、ス
イ
ス
企
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は
歴
史
的
に
こ
の
点
で
優
れ
た
結
果
を
残
し
て
い
る
。

　
国
土
が
狭
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、国
内
に
こ
れ
と
い
っ
た
資
源
の
な
い
ス
イ
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は
、そ
の
昔
か
ら
必
然
的
に
世

界
の
国
々
を
相
手
に
商
売
せ
ざ
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を
得
な
か
っ
た
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の
た
め
、海
外
進
出
に
当
た
っ
て
、ま

ず
は
現
地
在
住
の
友
人・知
人
に
声
を
か
け
、進
出
事
業
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
の
が
通
例

だ
。

　
ス
イ
ス
人
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合
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で
の
就
職
機
会
も
少
な
い
の
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
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で
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ジ
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ス
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が
多
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た
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も
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易
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と

が
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来
る
の
だ
。こ
の
点
が
日
本
人
の
場
合
と
は
異
な
る
の
だ
。
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人
、日
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人
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ず
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を
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せ
よ
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を
見
抜
く
目
を
持
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こ
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も
大
変
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な
こ
と
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市
場
調
査
に
話
を
戻
す
と
、ユ
ー
ザ
ー
の
商
品
に
対
す
る
嗜
好
調
査
を
す
る
と
言
っ
て

も
、ジ
ュ
エ
リ
ー
の
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は
個
々
人
の
ス
キ
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ら
い
で
、そ
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右
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れ
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。

ま
た
現
物
そ
の
も
の
を
見
て
も
ら
わ
な
い
と
、正
確
な
判
断
が
と
れ
な
い
。そ
の
た
め
、ユ
ー

ザ
ー
に
現
物
そ
の
も
の
を
見
て
も
う
こ
と
が
重
要
だ
。ま
た
、ハ
イ・ジ
ュ
エ
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の
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は

特
に
、現
物
そ
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も
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を
見
て
も
ら
え
な
い
と
、購
入
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
。

　
購
入
機
会
を
つ
く
る
の
に
、日
本
が
得
意
と
す
る
展
示
会
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
セ
ー
ル
ス・プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
有
効
だ
。こ
の
場
合
、日
本
と
状
況
が
異
な
る
の
は
、治
安
上
の
問

題
だ
。こ
の
点
に
つ
い
て
、十
分
な
配
慮
が
必
要
だ
。以
下
、次
回
で
触
れ
た
い
。【
続
】

日本のジュエリー産業
再生の道を考える 第3回
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